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１． 研究開発成果 

事後報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/000032447.pdf 

 
 
２． 総合評価 

・妥当である 
 
・取得した抗サイクロフィリンA抗体が当初予定の診断キットには不適であったことが判明

した後、研究方針を見直し、この研究過程で蓄積した患者由来サンプルを活用して、オミッ

クス解析、エキソーム解析等の病態解明に切り替えを行っている。 
 
・ゲノムサイドからアプローチするとしても、ただ大規模な測定を行なうだけではなく、本

研究の目的遺伝子やその周辺分子に注目したゲノム解析を行なうことも意識すべきである。 
 

以上 


